
☆活躍する西谷の星☆    西谷中学校 2 年 井上 想太 君（東部） 

僕の将来の夢は役者になることです。映画や TV に出る役者ではなく、大衆演 

劇の役者です。役者になりたいと思ったきっかけは、子どもの頃 母に連れられ 

て行った里見劇団進明座の舞台を観たことでした。はじめは刀を振り回して戦う 

姿がかっこ良く思って見ていましたが、だんだん着物を着て踊る楽しさや美しさ 

に興味を持ちはじめました。そして、小学５年生の時、 

母に「日本舞踊を習いたい」と言いました。僕は人一倍 

覚えるのが遅く不器用です。それでも、気長に教えて 

くださる今の先生に出会いました。それから４年間僕 

なりに頑張って稽古を続け、昨年の夏には憧れの里見劇団に修業に行くこと 

ができました。まだまだ切られ役の僕ですが、踊りも芝居も両方憧れの総座長 

に一歩でも近づけるように頑張りたいと思います。 
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西谷コミュニティだより 第７８号 令和２年３月３１日発行 

 発行：西谷地区まちづくり協議会  編集：総務部会 発行部数：１,０００部 ※掲載写真、記事の無断複製及び転用 

禁止します。紙面に関するお問い合せは西谷地区まちづくり協議会事務局 電話 0797-91-1788 までお願いいたします。           

             

第７8 号 令和２年 3 月 3１日発行  西谷コミュニティ（西谷地区まちづくり協議会）編集 総務部会 

☆わたしもチャレンジﾞ☆    『一果入魂』  

 私は２００９年４月に、実家のある宝塚市高司から農業をするため、 

農地があり自然環境の良い西谷地域（中部）に妻と 2 人で移住しました。 

 移住してからは、地域の方々に良くして頂き、自治会や秋祭りなどに 

参加したり、翌年には消防団にもお誘い頂きました。 

 移住してから、１１年が経ち、長女（１０歳）、次女（６歳）の子育て 

を通してもたくさんの方々と交流することができ、大変お世話になっています。 

農業では、施設栽培を中心にトマト・キュウリなどの果菜類をメインに生産しています。 

モットーは『一果入魂』、一つ一つに魂を込めて生産することです。また、地域の若手農業者と組織を

結成し、意見交換や助け合いをしながら切磋琢磨しています。西谷の基幹産業である農業をさらに盛

り上げていくことが、お世話になっている西谷への恩返しだと思っています。家族のため、西谷のた

めに日々邁進していきます。          中西ハウスセンター  中西 健二 （中部） 

 

 

 

 

総務部会活動報告 

総務部会では、年 4 回の広報紙の発行、収穫祭での展示、会員への情報 

発信を行いました。 

今年度も地域の皆様にご協力いただき、広報紙を発行することが出来ました。 

若い方や地域で活躍しておられる方、ご長寿の方の秘訣など、地域の人の 

魅力を伝えたいとの思いで、総務部会の活動を行いました。 

                   総務部会 部会長 龍見 奈津子 

お知らせ 

令和２年度総会開催予定 

日時：令和２年 5 月 23 日(土) 13：30～   場所：西谷ふれあい夢プラザ 屋内活動室    

本年度より西谷地区まちづくり協議会総会を単独で開催します。 

 

なんでも話せるにしたに☆ひろば 

『なんでも話せるにしたに☆ひろば』の一部として特に外出支援に力を 

そそいでいます。 

民生・児童委員１３名をはじめ、運転ボランティア１０名 受付ボラン 

ティア１０名の方々にお世話になっています。 

外出支援も無償期間を経て令和元年より走った距離のガソリン代を、 

利用者の方から頂く事となり、他の費用（保険代、車検、携帯代金等） 

は西谷自治会連合会でお世話になっています。各地域で外出に不自由 

を感じている方々のお役に立ちたいと思います。   

日時：毎週≪月・水・金≫9 時～12 時（福祉の専門的なご相談は毎週金曜日） 

場所：西谷ふれあい夢プラザ コミュニティ室３  電話：０９０－１５１０－１１００ 

福祉部会 部会長 石井 一雄 

西谷の人口は今・・・令和２年２月末現在 

宝塚市      西谷 

人口     ２３3，７８２人   ２,４０２人    ☆西谷小学校児童 80 名予定 

６５歳以上  ６４，７３３人    １,０７５人    ☆西谷中学校生徒 37 名予定 

高齢化率       ２７．７％   ４４．８％ 



波豆「千刈湖畔の道」ウォーキングと史跡探訪    

  日時：令和 2 年 4 月 10 日（金）9 時 30 分集合   

集合場所：波豆八幡神社・駐車場（消防器具庫横） 

案内：波豆自治会・有志 

≪コース≫（往復約 3 ㎞）八幡神社駐車場  

9 時 30 分 スタート 

① 八幡神社と石造美術群       

② アニメ龍馬神伝説・ 

鑑賞（波豆管理施設） 

③ 「千苅湖畔の道」ウォーキング     

④ 龍馬神伝説の普明寺  

※新型コロナウイルスの感染防止のため、中止 

する場合はふれあいメールにてお知らせします。 

主催：西谷ウォーキング会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西谷地区まちづくり計画（第６次総合計画、掲載内容） 

 西谷地区まちづくり協議会  

人口 2,455 人  世帯数 1,104 世帯（2019 年 3 月末現在） 

 

 

 

 

 

当地域の将来は、その自然、歴史・文化、産業などを受け継ぎつつ、社会・経済の変化に対応できる 

ように地域資源の更なる活用を図りながら、住まう人にはこの地に暮らす喜びが実感できるまちに、 

訪れる人には安らぎと癒しを覚えるまちにしていくことを目指します。 

 

 

 

１ 防災・防犯のまちづくり 

近年の自然災害などに備えて、災害対策や非常時に住民同士が助け合える体制の構築を行います。 

また今後も高齢化が進むことから、高齢者の支援体制の充実、交通事故防止の対策などを図ります。 

２ 多世代が交流できるまちづくり 

誰もが安心して暮らせるように、住民同士の支え合いや交流などを推進します。 

３ 健康で暮らせるまちづくり 

全ての世代、全ての住民がそれぞれに豊かな生活を送れるように、医療の充実、施設のバリア 

フリー化に取り組み、介護予防と健康スポーツなどを推進します。 

４ 新旧のさまざまな文化が溢れるまちづくり 

地域に数多く残された伝統文化を後世に承継するとともに、文化活動などを推進し、新たな文化 

の創造を図ります。 

５ 地域で守り地域で育てる教育のまちづくり 

誰もが社会教育の機会を得られるように、生涯学習の充実や文化の世代間交流などを育みます。 

６ 地域を学園とみて豊かな心を育むまちづくり 

学校を地域の文化の中核となるため、地域が一体となって学校教育や活動への支援を推進します。 

７ 人に温かく思いやりのあるひとづくり 

「地域で子どもたちを育てる」という観点に立ち、子育てに対する地域としての支援体制の充実 

を図ります。 

８ 農あるまちづくり 

農業生産の効率化・合理化や安全安心な農作物づくりとプレミアム化、新規就農者の受入れ・ 

支援などを推進し、農業がこれからも継続して営んでいける環境づくりに取り組みます。 

９ 都市からちょっと足を延ばして楽しめる環境づくり 

西谷の玄関口の活性化や遊休施設の活用、花の里の整備・情報発信などを進め、村内に来訪者を 

呼び込みます。 

１０ 移住の受け皿づくり 

地域住民の意識改革に取り組み、空き家の活用などにより新たな移住者の受入れを促進させます。 

１１ 自然と共生する環境づくり 

「生物多様性保全上重要な里地里山」にも指定される西谷地区の「自然」という最大の魅力を 

活かして、今後も自然を維持し、循環型社会の形成を推進します。 

 

☆長寿のひけつ ☆   西畑 久子 様  104 歳 

大正、昭和、平成、令和と家族と共に生きてきた母は今年４月で１０４ 

回目の誕生日を迎えます。みんなに「どうしたら元気で生きられるか」と 

聞かれたら「愚痴を言わず毎日感謝しながら生きてます」「平々凡々と暮 

らしてきたので何も自慢する事はない」と言っております。 

朝、７時起床し朝食をすませ自分で薬を飲み、テレビを見たり、廊下を 

杖をつきながら歩行しています。昼食も夕食も私が作った料理はすべて 

食べてくれ安心しています。 

長谷の空は広いので木々の芽吹きを見ながら季節を感じている母を見て 

穏やかに日々過ごしてほしいと願っています。 

夜寝る時に「しんどくない？大丈夫？」と尋ねると「しんどくないよ、今日もありがとう」と言っ

て眠りにつきます。家族みんなが看護する私を心より支えてくれ、暖かく見守ってくれているから日々

穏やかに私も過ごせると感謝する今日この頃です。                 西畑 美也子 （長谷） 

 

 

 

             

【地域の将来像】 

【基本目標】 

人びとが心身ともに豊かさと元気にあふれ、安全・安心に暮らせるまち 

「西谷地区のちまきの食文化」が宝塚市無形民俗文化財に指定へ 

端午の節句に作られる「ちまき」。西谷地区では、全国的にもきわめ 

て稀なナラガシワとヨシの 2 種類の植物で包むちまきが作られ、西谷の 

食文化を象徴するものの一つでもあります。西谷地区の中でもそれぞれ 

の地区で、また作る人によって、色々な作り方があるようです。 

                           西谷地区に継承される西谷のちまきについて広く後世に伝えるとと 

もに郷土文化の継承ならびに地域の豊かな発展に寄与することを目的 

とし、「西谷地区のちまきの食文化」が宝塚市無形民俗文化財に指定 

されることになりました。 

 


